
学校教育目標 たくましく かしこく さわやかに －個の確立と公の発展を目指す子の育成－ 校訓 明るく 仲よく 進んで 

「浦和のさかえに 歴史をほこる」これまでの１５０年、これからの５０年 

 大いちょう 
 高砂小学校だより 令和３年度 No.１１   ０４８（８２９）２７３７ 

子は親の鏡、子どもは大人の鏡 
校長 永 山  誉 

新型コロナウィルス感染症の拡大防止に向けた取組みに御協力いただき、誠にありがとうございます。

２年にも及ぶコロナとの戦いは、いまだ収束が見えない状況です。感染症対策を徹底しながら、いかに子

どもたちの教育活動を充実させるか。しばらくの間は、with コロナを意識した取組を工夫していきたい

と思います。 

さて、月日が経つのは早いもので、いよいよ令和３年度も残り１か月となりました。子どもたちは年度

末を迎え、この１年間の自分の成長をどのように感じているでしょうか。卒業・進級に向けて、一人ひと

りが自分自身を振り返り、次年度への課題と目標を明確にして新年度を迎えさせたいと考えています。 

ところで、１年間を振り返るこの時期。私は、皆様もどこかで目にしたことがあると思われる、家庭教育に生

涯をささげる教育家として知られる「ドロシー・ロー・ノルト」さん が作られた詩「子は親の鏡」を思

い浮かべ、子どもたちの健やかな成長のために、どのように子どもたちに接してきたのか振り返っている

ところでもあります。この詩は、子と親という立場だけでなく、教師として、大人として子どもに接する

時の姿勢を示してくれるものでもあると考えています。この詩をどのように捉えるかは、それぞれ違うと

思われますが、保護者の皆様も、この詩をもとにこの１年を振り返ってみてはいかがでしょうか。 

結びに、この１年間の保護者並びに地域の皆様の、学校教育への御理解と御支援に深く感謝申し上げます。 

令和 ４年 ３月 １日 

 さいたま市立高砂小学校 
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「子どもが育つ魔法の言葉」 PHP文庫  ドロシー・ロー・ノルト、レイチャル・ハリス 著  石井千春 訳 より 


